
 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）に関する手引き 

～中長期的な視点に立った水道施設の更新と資金確保～ 
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はじめに 

  

水道施設を計画的に更新し、この資産を健全な状態で次世代に引き継いでいくこと

は現世代の責務であり、その中でも水道事業の運営・管理を担っている水道事業者等

の役割は特に重要である。高度経済成長期等に急速に整備された水道施設の老朽化が

進行し、大規模な更新ピークを迎えつつある今、水道施設の計画的更新は全国の水道

事業者共通の最重要かつ喫緊の課題となっている。 

長期的財政収支に基づき施設の更新等を計画的に実行し、持続可能な水道を実現し

ていくためには、各水道事業者等において、長期的な視点に立ち水道施設のライフサ

イクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営することが必要不可

欠となるが、これらを組織的に実践する活動がアセットマネジメント（資産管理）で

ある。 

平成 21 年 7 月に、全ての水道事業者等においてアセットマネジメントの実践が推

進されることを意図して「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）の手

引き」を策定した。 

その後、平成 30 年 12 月に水道法の改正により、「点検を含む施設の維持・修繕を

行うこと（第 22条の２）」、「台帳の整備を行うこと（第 22条の３）」が義務付けられ

たほか、「長期的な観点から水道施設の計画的な更新に努めなければならないことと、

そのために水道施設の更新に要する費用を含む収支の見通しを作成し公表するよう

努めなければならないこと（第 22条の４）」が示された。 

令和 6 年 4 月には、水道行政が厚生労働省から国土交通省及び環境省に移管され、

国土交通省では、災害への備えを万全にする「強靱化」、将来にわたりサービスを提

供する「持続可能性」の確保に向けた新たな政策を強力に推進している。 

これら環境の変化により、将来にわたって安定的に水道事業等を経営するため、長

期的な視点に立ったアセットマネジメントの実践が、本手引きの策定時と比べより一

層強く求められるようになっていることを受け、本手引きを改訂する運びとなった。 

持続可能な水道事業の実現には、長期の更新需要・財政収支見通しに基づく更新投

資を先送りしない計画的な施設更新・資金確保が必要不可欠であることを強く認識す

る必要がある。各水道事業者等が本手引きを積極的に活用することにより、アセット

マネジメント（資産管理）を継続的に実践し、より健全な水道が次世代へ確実に引き

継がれていくことを期待する。 
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